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輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
お
祝
い
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

も
幾
分
落
ち
着
き
、
景
気
の
回
復
も
見
込
ま
れ
る

な
か
、
地
域
の
発
注
者
様
か
ら
の
ご
依
頼
は
多
種

多
様
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
の

様
々
な
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
は
、
会
員

の
拡
大
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
働
く
こ
と
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
が
い
の
実
現
、

　
10
月
の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
毎
年
「
第
3
土
曜
日
」

に
、
一
斉
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
も
、
昨
年
同
様
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
市
内
6
か
所
に

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
日
程
と
、
場
所
で
行

い
ま
し
た
。

　
西
信
達
班
は
、
鳴
滝
班
と
合
流
し
て
、
鳴

滝
第
三
公
園
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。
カ
ル

マ
ー
・
熊
手
・
竹
箒
・
火
ば
さ
み
他
の
用
具

を
手
に
16
名
で
9
時
か
ら
12
時
迄
、
汗
を
流

し
ま
し
た
。
「
特
に
出
入
り
口
を
綺
麗
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
の
、
職
員
さ
ん
の
挨
拶
に

そ
っ
て
丁
寧
に
作
業
を
し
ま
し
た
。
道
路
沿

い
の
溝
や
そ
の
周
り
も
綺
麗
に
な
り
、
道
行

く
人
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」「
お
疲
れ
さ
ま
で

す
」
と
お
声
掛
け
頂
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ば
れ
て
、
公
園
も
、
私
の
気
持
ち
も
、
と
て
も

す
っ
き
り
し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
日

そ
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
自
主
・
自

立
・
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
健
康
の

保
持
と
安
全
就
業
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
、
更
な

る
会
員
拡
大
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
様
方
に
は
ご
健
勝
と
ご
多
幸
並
び
に
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
す
と
と
も
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
信
達
班

　山

　本

　惠

　子

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

会
員
の
ひ
ろ
ば

令和
3年度

新家一号公園（新家班・新家東班）

俵池公園（信達班・一丘班）

新家一号公園（新家班・新家東班）

俵池公園（信達班・一丘班）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
（
公
社
）
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

　山

　内

　
　
　洋

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
（
公
社
）
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

　山

　内

　
　
　洋
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昨
年
11
月
1
日
か
ら
2
日
間
に
亘
り
、
泉

南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
介
護
送
迎
車
運

転
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
1
日
目
は
、
座

学
、
2
日
目
は
、
福
祉
車
両
を
使
っ
て
実
地

訓
練
、
要
介
護
者
の
介
助
方
法
等
に
つ
い
て

指
導
し
て
頂
き
、
国
土
交
通
大
臣
認
定
の

「
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
」
の
修
了
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
座
学
で
は
、
福
祉
有
償
運
送
の

法
的
根
拠
と
し
て
、
道
路
運
送
法
78
条
ぶ
ら

さ
が
り
（
介
護
事
業
）
と
し
て
開
始
さ
れ
、

同
法
79
条
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
非
営
利
の
法
人

移
動
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
事
も
解
り
ま
し
た
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
、

社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
非
営
利
法

人
が
要
介
護
、
要
支
援
者
等
が
単
独
で
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
移
動
す
る
事
が
困
難

な
人
を
対
象
に
通
院
、
買
い
物
等
を
目
的
に

自
家
用
車
等
を
利
用
し
て
行
う
送
迎
サ
ー
ビ

ス
で
利
用
者
は
、
車
椅
子
用
に
改
造
さ
れ
た

福
祉
自
動
車
及
び
セ
ダ
ン
車
両
を
各
々
利
用

し
ま
す
。
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
外
出
の

機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
外
出
す
る
事

で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
心
身
の
元
気
度
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

　
又
、
送
迎
運
転
手
は
、
単
に
利
用
者
を
機

械
的
に
接
す
る
事
の
な
い
様
に
、
利
用
者
に

不
快
感
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
動
き
や
す
い

身
軽
な
服
装
な
ど
に
気
配
り
し
、
言
葉
遣
い

等
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
訪
問
介
護
事
務
所
で
福
祉
自

砂
川
班

　奥

　野

　泰

　蔵

で
し
た
。
帰
路
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
チ
ラ
シ
を
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
参
加
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
体
で
は
、
職
員
延
9
名
、
会
員
69
名
の
参

加
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

介
護
送
迎
車
運
転
講
習
を
受
講
し
て

動
車
の
運
転
手
と
し
て
、
利
用
者
を
安
全
安

心
に
目
的
地
に
送
迎
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
、
病
院
等
に
行
く
方
、
買
い
物

等
に
行
く
方
な
ど
、
そ
の
目
的
は
様
々
で
す

が
、
利
用
者
は
高
齢
者
で
一
人
で
通
院
、
買

い
物
等
が
困
難
な
人
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
利
用
者
に
は
、
時
間
を
指
定
し
て
、
自
宅

前
等
で
待
つ
様
に
お
願
い
し
て
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
利
用
者
は
、
時
間
通
り
自
宅
前
で

待
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
、
時
間
に
な
っ

て
も
自
宅
前
に
居
な
い
利
用
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
福
祉
自
動
車
の
利
用
者
は
、
独
居
老
人
も

多
々
見
受
け
ら
れ
、
待
ち
合
わ
せ
時
間
に
姿

が
見
え
な
い
時
は
事
務
所
か
ら
利
用
者
に
連

絡
を
入
れ
て
も
ら
い
必
ず
利
用
者
を
確
認
す

る
様
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。送
迎
運
転
手
は
、

利
用
者
を
目
的
地
に
送
迎
す
る
だ
け
で
な

く
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
気
配
り
し
て
、安
全
安

心
に
心
掛
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

砂川奇勝公園（砂川班・東班）
男里第二公園（雄信班）

鳴滝第三公園（鳴滝班・西信達班）樽井駅ロータリー周辺（樽井班）

砂川奇勝公園（砂川班・東班）
男里第二公園（雄信班）

鳴滝第三公園（鳴滝班・西信達班）樽井駅ロータリー周辺（樽井班）
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①
心
身
共
に
健
康
で
毎
日
を
元
気

で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
。

　
近
隣
の
高
齢
者
の
方
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

②
月
４
〜
5
回
の
ゴ
ル
フ
と
読

砂川班
北垣　巖文

①
１
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
、
元
に
戻
ら
な
い
と
前
に
進

め
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
写
真
ク
ラ
ブ
を
4
か
所
で
指
導

し
て
お
り
楽
し
く
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
撮
影
に

行
け
な
い
の
が
残
念
で
す
。

③
写
真
撮
影
（
主
に
風
景
写
真
）

　
釣
り（
渓
流
釣
り〈
岩
魚
、山
女

魚
、あ
ま
ご
〉）・
チ
ヌ（
黒
鯛
）他

鳴滝班
青木　　博

①
と
に
か
く
元
気
で
い
る
こ
と
。

②
で
き
る
だ
け
散
歩
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

③
読
書
・
旅
行

①
現
在
の
生
活
を
少
し
で
も
永
く

続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
う
だ
け

で
す
。

②
音
楽
を
聞
く
事
、
散
歩
、
時
々

小
旅
行

③
ハ
イ
キ
ン
グ
、
史
跡
め
ぐ
り
。

し
か
し
最
近
足
弱
に
な
り
イ
ン

ド
ア
の
楽
し
み
を
見
付
け
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 新家班

長谷川　勝彦

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
続
き
昨
年
6
月
・
7
月
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
い
ま
し
た

が
、
飲
食
・
旅
行
等
の
自
粛
が

続
き
、
今
ま
で
以
上
自
己
の
健

康
管
理
に
努
め
、
毎
日
元
気
で

過
ご
せ
る
こ
と
。

②
農
家
で
あ
る
の
で
稲
作
と
家
庭

菜
園

③
ゴ
ル
フ

東班
西川　勝文

①
以
前
シ
ル
バ
ー
さ
ん
で
お
世
話

に
な
っ
た
事
で
足
腰
が
良
く

な
っ
た
事
で
す
ね
。
も
う
一
度

シ
ル
バ
ー
さ
ん
で
お
世
話
に
な

り
た
い
で
す

②
今
は
年
金
生
活
で
退
屈
な
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。

③
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
及
び
へ
た
な

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

一丘班
坂本　敏明

①
弓
道
で
四
段
の
試
験
に
受
か
る

こ
と

②
弓
道
と
尺
八
の
練
習
、
仲
間
と

音
楽

③
弓
道
、
カ
ン
フ
ー
、
尺
八
、
音

楽
、
陶
芸
、
ヨ
ッ
ト

西信達班
宮谷　　風

今年は寅年です
私の年です
よろしくお願いします

新家班
牧野　映子

①あなたの今年の抱負について一言おねがいします
②あなたは余暇をどのように過ごしていますか。
③あなたの趣味は何ですか。

質問の内容

①
一
歩
前
進

　
負
け
な
い
心

②
読
書

　
ゴ
ル
フ
（
練
習
場
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ゲ
ー
ム
な
ど
）

③
読
書
・
ゴ
ル
フ

信達班
石井　孝典

①
健
康
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
畑
で
野
菜
作
り

③
特
に
な
い
で
す
。

新家東班
奥村　　勉

書
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③
ゴ
ル
フ
、
そ
し
て
囲
碁
・
読
書

　
今
年
は
エ
イ
ジ
ー
シ
ュ
ー
ト
達

成
が
目
標
で
す
。

（順不同）



令和 4 年 1 月 第61号シルバーせんなん

－ 5 －

①
他
人
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
と
る
。

②
出
来
る
だ
け
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
時
を
作
る
静
か
に
お
酒
を

飲
む
。

③
旅
行（
特
に
海
外
）
、
音
楽
鑑
賞

   

（
演
歌
は
嫌
い
）、映
画
鑑
賞（
感
動

を
与
え
る
も
の
）

信達班
田中　　実

①
今
の
体
力
を
維
持
し
元
気
に
過

ご
す
事
が
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。

②
毎
日
の
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
フ

リ
ッ
ク
ス
・
D
V
D
等
に
て
韓

流
ド
ラ
マ
に
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
1
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に

終
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
小
さ
な
小
さ
な
庭
に
野
菜
や
花

を
植
え
て
は
失
敗
し
な
が
ら
続

け
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

③
旅
を
す
る
事
で
す
。
還
暦
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
あ
ち
こ
ち
と
よ
く

行
き
ま
し
た
。
今
は
コ
ロ
ナ
で

自
由
に
動
け
ま
せ
ん
が
そ
れ
な

り
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 新家班

村井　ひとみ

①
昨
年
手
術
を
し
た
の
で
健
康
な

体
作
り
の
徹
底
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

③
釣
り
、
旅
行

新家班
山本　信八

①
健
康
に
気
を
つ
け
て
メ
タ
ボ
脱

却
に
務
め
る
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
週
2
回
）
1

時
間
程
度
、
テ
レ
ビ
・
音
楽
鑑

賞
、
体
操
（
主
に
筋
を
伸
ば

す
。
15
分
位
、
ス
ト
レ
ッ
チ
）

③
油
絵
、
書
道
、
ミ
ニ
旅
行

①※

人
生
の
や
り
残
し
に
チ
ャ
レ

ン
ジ

　
過
去
に
金
銭
的
、
時
間
的
余
裕

が
無
く
て
断
念
し
た
事
に
つ
い

て
、
可
能
な
限
り
挑
戦
し
て
満

足
感
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②※

自
宅
や
所
有
物
の
修
復

　
じ
っ
と
し
て
い
る
事
が
で
き
な

い
性
格
な
の
で
、
自
宅
や
所
有

の
工
作
物
・
機
械
・
電
機
物
の

不
具
合
箇
所
の
修
復
を
し
て
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

③※

全
国
の
旅
と
想
い
出
づ
く
り

　
全
国
の
秘
湯
と
グ
ル
メ
巡
り
を

雄信班
隅田　　茂

菅
　
　
　
　
　剛

古
　田
　雅
　寛

奥
　野
　美
知
子

森
　谷
　
　
　謙

森
　谷
　敏
　子

礒
　川
　正
　明

山
　縣
　恵
美
子

堀
　田
　
　
　武

服
　部
　良
　行

田
　中
　節
　子

熱
　田
　隆
　司

石
　田
　
　
　明

豊
　田
　保
　夫

渡
　辺
　安
　子

槇
　
　
　と
も
子

渡
　邊
　敏
　子

赤
　井
　重
　雄

勘
　野
　
　
　章

溝
　口
　ち
ゑ
子

古
　田
　ヒ
サ
子

照
喜
名
　尚
　子

中
　谷
　修
　治

北
　野
　良
　一

松
　下
　隆
　幸

辻
　
　
　佳
　和

一
丘
班

信
達
班

新
家
東
班

西
信
達
班

西
信
達
班

一
丘
班

砂
川
班

新
家
東
班

新
家
班

信
達
班

新
家
東
班

樽
井
班

新
家
班

信
達
班

西
信
達
班

新
家
班

西
信
達
班

鳴
滝
班

西
信
達
班

一
丘
班

一
丘
班

新
家
班

雄
信
班

樽
井
班

砂
川
班

砂川班
貫戸　順子

①
今
年
も
大
き
な
問
題
も
無
く
平

穏
に
（
健
康
／
家
庭
）

②
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
約
1
時
間
半

程
）、読
書（
洋
書
、
原
文
で
）

③
特
に
無
し

西信達班
徳田　　護

①
病
気
も
し
な
い
で
1
年
間
仕
事

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
そ
う
じ

を
を
し
た
り
、
犬
と
す
ご
し
て

い
ま
す
。

③
野
菜
作
り
と
毎
日
1
時
間
犬
の

散
歩
で
す
。
趣
味
と
言
う
よ
り

は
楽
し
み
で
す
。

砂川班
横峯　喜美子

行
い
、
特
に
景
勝
地
に
お
い
て

は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
を
行

い
、
写
真
や
動
画
を
編
集
し
て

D
V
D
保
存
し
、
想
い
出
づ
く

り
に
凝
っ
て
い
ま
す
。

次の会員さんも寅年です　　　　　　（順不同）
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昨
年
12
月
6
日（
月
）に
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
に
お
い

て
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
と
し
て
大
阪
府

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
主
催
の
「
刈
払
機

取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
講
習
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
刈
払
機
作
業
に
関
す
る
知
識
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
」、「
振
動
障
害
お
よ
び
そ
の
予
防
」
に
つ
い
て
座

学
と
実
技
を
熱
心
に
受
講
さ
れ
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
安
全
衛
生
教
育
修
了
証
が
受
講
者
8
名
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

高
山
美
羽
と
申
し
ま
す
。

　
趣
味
は
、
英
語
を
勉
強
す
る
こ
と
と
映
画

鑑
賞
で
す
。

　
一
日
で
も
早
く
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

刈
払
機
取
扱
作
業
者

　
　安
全
衛
生
教
育
講
習
開
催

　
昨
年
11
月
16
日
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て
参

加
者
8
名
で
ス
マ
ホ
の
講
習
会
が
有
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
テ
キ
ス
ト
と
一
人
1
台
ず
つ
の
練
習
用
ス

マ
ホ
が
用
意
さ
れ
て
講
師
2
名
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
1
名
で
の
講
習
で
し
た
。

　
先
ず
電
源
を
入
れ
る
動
作
か
ら
始
め
て
ボ
タ
ン
の

説
明
、
基
本
の
操
作
方
法
、
文
字
入
力
の
仕
方

（
タ
ッ
プ
、
ダ
ブ
ル
タ
ッ
プ
、
フ
リ
ッ
ク
、
ス
ラ
イ

ド
等
）
や
、
写
真
の
写
し
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

検
索
方
法
や
応
用
を
丁
寧
な
説
明
で
約
1
時
間
、
そ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

　
　
　
　
　講
習
に
参
加
し
て

新
家
班

　吉

　良

　ち
ゑ
子

の
後
休
憩
を
挟
ん
で
後
半
は
更
に
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
個
別
の
質
問
タ
イ
ム
。

　
ど
ん
な
質
問
に
も
わ
か
り
易
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
2
時
間
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
ス
マ
ホ
生
活
に
初
心
者
と
し
て
大
い

に
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
良
か
っ
た
講
習
で
し
た
。

新職員紹介新職員紹介

高山  美羽
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配分金等の確定申告について
会員の皆さんに支払われるシルバー人材センターの報酬（配分金等）は
所得税法上では雑所得として取り扱われ、次に該当するような場合には
確定申告の必要がありますので、確定申告が必要な会員の方々は申告く
ださいますようお願いします。

〈配分金等の収入だけの場合〉
　   年間配分金等の合計が103万円を超える場合
〈配分金等の収入の他に年金収入がある場合〉
　   （年間配分金額－必要な経費等の控除額55万円）＋（公的年金額－公的年金等の控除額A）＞
　   （基礎控除額48万円※①＋扶養控除額B）（※①所得者の合計所得金額が2,400万円以下の場合）
      ※注意　就業の際に必要な交通費等は、必要経費等の控除に含まれるものとして取り扱われます。

（A）公的年金収入（国民年金・厚生年金・共済年金等）　受給者の控除額※②
表１  65歳未満の人（昭和32年1月2日以後生まれ）

公的年金等の収入金額
130万円以下
130万円超 410万円以下
410万円超 770万円以下
770万円超1,000万円以下

60万円
年金収入×0.25＋27.5万円
年金収入×0.15＋68.5万円
年金収入×0.05＋145.5万円

公的年金等の控除金額
表２　65歳以上の人（昭和32年1月1日以前生まれ）

公的年金等の収入金額
330万円以下
330万円超 410万円以下
410万円超 770万円以下
770万円超1,000万円以下

110万円
年金収入×0.25＋27.5万円
年金収入×0.15＋68.5万円
年金収入×0.05＋145.5万円

公的年金等の控除金額

（注） 平成23年分から、その年中の公的年金等の収入金額が400万円以下であるものが、その年分の公的年金等に係る
　　　 雑所得以外の所得金額が20万円以下であるものは、確定申告の提出を要しません。ただし、住民税の申告は必要です。

（B）控除対象配偶者及び扶養親族の数に応じた控除額
　　扶養控除額＝被扶養者１人あたりの控除額（表3）を扶養人数に乗じた金額

表３　所得控除の態様別適用一覧　
区         分 控除額 内　　　 容

控
除
対
象

配
偶
者

扶
　養
　親
　族

本  

人

通
常

障
害
者

一般
70歳未満

通常
障害者　※④ 
通常
障害者　※④

通常
障害者　※④

通常
障害者　※④

38万円
65
48
75
38
65
63
90
48
58
75

85

48
75

配偶者控除（38）※③

配偶者控除（38）※③ ＋障害者控除（27）
老人配偶者控除（48）※③

老人配偶者控除（48）※③＋障害者控除（27）
扶養控除（38）
扶養控除（38）＋障害者控除（27）
特定扶養控除（63）
特定扶養控除（63）＋障害者控除（27）
老人扶養控除（48）
老人扶養控除（48）＋老親同居（10）
老人扶養控除（48）＋障害者控除（27）

基礎控除（48）
基礎控除（48）＋障害者控除（27）

一般　16～18歳
23～69歳

特定
19～22歳

老人
70歳以上

老人
70歳以上

一般
通常
障害者　※④

一般
同居
一般

同居
※④

老人扶養控除（48）＋障害者控除（27）
  ＋老親同居（10）

※③所得者の合計所得金額が900万円以下の場合
※④特別障害者の場合には障害者控除が特別障害者控除額40万円、同居の場合は75万円になります。
 〈配分金等の収入と年金収入以外に収入がある場合など、詳細については所轄税務署にご相談ください。〉

※②公的年金等に係る雑所得以外の所得に係る合計所得金額が1,000万円以下の場合
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
に
2
回
の

予
定
で
会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な

内
容
の
原
稿
を
〔
原
稿
用
紙
（
四
〇
〇
字
詰
）
一

〜
二
枚
程
度
で
〕
お
寄
せ
く
だ
い
。

①
会
員
と
し
て
、
働
く
喜
び
、
生
き
が
い
等
の
自

　
己
体
験
等

②
随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
等

③
趣
味
の
写
真
等

原
稿
の
締
め
切
り
日
　
2
0
2
2
年
5
月
末
日

又
、「
シ
ル
バ
ー
せ
ん
な
ん
」に
望
む
声
を
事
務
所

ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
原
稿
募
集

配
分
金
支
払
日

お
知
ら
せ

12
　月
　分

1
　月
　分

2
　月
　分

3
　月
　分

4
　月
　分

5
　月
　分

2
月
2
日（
火
）

3
月
1
日（
火
）

4
月
1
日（
金
）

5
月
2
日（
月
）

6
月
1
日（
水
）

7
月
1
日（
金
）

　
新
春
を
寿
ぎ
、皆
様
に
と
り
、本
当
に
良

い
お
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
人
々
を
不
安
と
恐
怖
に
陥
れ
た

コ
ロ
ナ
禍
、
日
本
中
の
人
達
の
様
々
な
協

力
・
努
力
の
お
陰
で
、
よ
う
や
く
終
息
を

迎
え
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
新
変
異

種
の
出
来
等
、油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。本
年

も
、昨
年
学
ん
だ
習
慣
・
努
力
を
怠
ら
ず
、

本
年
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
勝
つ
世
の

中
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、「
シ
ル
バ
ー
せ
ん
な
ん（
61
号
）」

の
内
容
で
す
が
、
69
名
の
会
員
の
方
々
の

参
加
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
本
年

41
名
の
年
男
・
年
女
の
方
々
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
へ
の
御
協
力
、ま
た
、介
護
送
迎
車
運

転
講
習
、
高
齢
者
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
習
、刈
払
取
扱
講
習
等
参
加
も
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
御
協
力
頂
き
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。お

陰
様
で
広
報
の
文
面
を
豊
か
な
も
の
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
内
容
を
、
更
に
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

「
原
稿
募
集
」の
項
に
書
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
よ
う
に
、
会
員
の
方
々
自
ら
の
御
投
稿

を
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。地
域
委
員
の

方
に
お
届
け
頂
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、是
非
、多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
期
待

致
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
部
　
吉
岡

編 

集 

後 

記

軽 作 業

施 設 管 理
事 務
園 芸
修 理 ・ 修 繕

家事・福祉サービス

清掃・除草・ビラ配り・空家管理
各種屋内、屋外作業・その他軽作業
公園、テニスコート、駐輪場・カート回収等の管理
一般事務・宛名書き・毛筆賞状書き
庭木の剪定・施肥・庭の清掃
トタン・波板の張り替え・その他小修理
家事手伝い・食事の仕度・その他家事サービス
老人介護補助・病人看護補助

◇お気軽にお電話を◇

★臨時的・短期的な仕事は〈シルバー人材センター〉にご相談下さい．
TEL（072）483-8661


